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　生まれつき僕は目が見えない。
　だからこそ、僕は人よりも感覚が鋭い。音とか風の動き、わずかな温度、感じ取れるものはすべて拾い集め、それが何かを認識する。
　……とまあ、言葉にすると硬いけど、実際はそんなことを考えながら生活しているわけではない。
　それが僕の日常なのだから、これはとても自然のことで無意識の中での感覚でしかない。だからたぶん、それらを感じ取っているのではないか？という予想での説明でしかない。
　だってこれら以外で何を感じ取って認識しているかなんて説明できないもの。気配で判る、なんて言ったら胡散臭くない？実際は気配なんだけど、それは何かと説明するとなると最初の話になる。
　だからたぶん、僕は見えないということで人よりも感覚が鋭い。壁を隔てていようが判ることも少なくはない。
　とにかく何が言いたいかというと、そんな僕が最近では健斗さんの接近に気付けないということだ。
　これはとても不思議なことだ。
　今、現段階では健斗さんだけだ。そこがまた不可思議な話だ。菜穂さんなんてすぐに判る。それと同じぐらい健斗さんのことも気付けたのに。
　なぜだろう？調子が悪い。そんな感じで、今、僕は怯えている。そう、何かやらかしそうで怖い。ひやってしたこともあったし、あまり迂闊なことはできない。
　ああ、そうそう。誤解のないように言っておくけど、全く健斗さんに気付けないというわけではない。
　何というか、自然体では気付けなくて、意識を向ければ気付けるということ。判りやすく言うと、ボーッとしてたら気付けなくて、少し気を張っている状態なら判るってこと。この説明、あんまり変わってないか？まあ、いいや。
　というわけで、僕は今、気を張っている。ずっと張っている。おかげで疲れている。早く健斗さん来て。
　……むっ？健斗さんか？
　いや、……犬か。
　違う！健斗さんか？
　あ、何だ犬だ。
　はっ！やっぱり健斗さんだ！
　待てよ？……犬か？
「ずいぶん表情をコロコロ変えているな」
　健斗さんだったぁ～。
　はぁ……、調子が悪い。
「いや、ちょっと考え事をしていて」
「へ～？何か悩み事でもあるのか。そういえば前もそんなことを言っていたな？」
「まあ、僕にもいろいろあるんだよ」
「そりゃあな、誰にもあるさ。ただそれが辛いことじゃないんならいいんだけどな」
「それは大丈夫だよ。僕が考えているのは自分のことじゃないから」
「ふうん？誰かの相談にでも乗ったか？」
「まさか。勝手にこうなったらいいなって思っているんだよ」
「それは妄想に近いな」と健斗さんは笑った。
　いや、あなたのことなんだけどね。
「でも僕はそうなったなら嬉しいかな？」
「なら、俺もそれに乗っかろうかな？そうしたらきっと、俺も嬉しいだろうから」
「そうだね。そうだったらいいな」
　気高い生き物は丘の上に。みすぼらしい装いは洞窟の中に。割り切った思いは散り散りに。咆哮は空に高々に。
　その地は広く、清々しく、草木は黄色く、日は赤く、影は深く、世界は遠く。
　それでも迷わぬその者は、はやる思いは背後に付けて、動物たちを押さえつける。誰もその者より前には進まず、誰もその者から離れる者はいない。
　う～ん。揺るぎないなぁ、健斗さんは。恋愛とかに興味ないのかな？
「そういえば」と健斗さんは言った。「最近、あいつの様子はどうだ？」
「あいつって？」
「あいつだよ」
「菜穂さんのこと？」
「そう、あいつ」
「まあ、相変わらずかな」
「そうか？ならいいんだが……」
「何か気になることでも？」
「いや、別に」
「何？気になるんだけど？」
「まあ、何だ。相変わらずなんだが、相変わらずじゃないときもあって」
「そうだね。この前、少し落ち込んでいたよ」
　健斗さんのことでね。
「そうなのか？う～ん、……そうか」
　何だかんだで気にしているんだな。だったらそう言えばいいのに。
　素直じゃないなぁ、健斗さんは。
　……あと菜穂さんも。困った人たちだなぁ。見栄を張らなきゃいいのに。
　やれやれ……。
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